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令和４年度第２回仙北市総合教育会議  会議録  

 

 

開催日時   令和４年１０月４日（火）  午後２時００分  

開催場所   仙北市役所田沢湖庁舎  ３階  第１会議室  

出  席  者  

（構成員）    

     仙北市長               田  口  知  明  

     仙北市教育委員会教育長        須  田    喬  

     仙北市教育委員会教育長職務代理者   坂  本  佐  穂  

     仙北市教育委員会委員         橋  本    勲  

     仙北市教育委員会委員         細  川  伸  也  

仙北市教育委員会委員         田  口  桂一郎  

   （市長部局）  

     仙北市副市長             赤  上  陽  一       

     総務部長               小田野  直  光  

     総務課長               畠  山    徹  

     総務課主事              佐々木  明日香  

   （教育委員会）  

     教育部長               藤  村  幸  子  

     教育次長兼学校教育課長        鈴  木    徹  

教育次長兼角館公民館長       佐々木  信  介  

 教育総務課長             湯  澤    満  

学校適正配置準備室長                 若  松  正  輝  

北浦教育文化研究所長         門  脇  貴一郎  

生涯学習課長                       武  藤  寛  幸  

中央公民館長                         髙  橋  良  宣  

市民会館長                       信  田  昌  史  

 

案   件  

（１）  ヤマメ・サクラマスプロジェクトについて  
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（２）  学校適正配置に係るアンケート調査などについて    

（３）  角館東地区公民館・体育館の在り方について   

 

 

小田野総 務部

長 

 皆様、こんにちは。定刻より少し早いですが、皆様お集まり

のようですので、ただいまから令和４年度第２回仙北市総合教

育会議を開催いたします。 

 本日は、お忙しい中ご出席くださり誠にありがとうございま

す。はじめに、会議の主催者であります、田口市長からごあい

さつをお願いしたいと思います、田口市長お願いいたします。 

 

田口市長 大変お忙しい中、本日仙北市総合教育会議にお集まりをいた

だきましてありがとうございます。 

また、細川委員には任期満了に伴って、再任にご承知いただ

きましてありがとうございます。心から感謝申し上げたいと思

います。 

私事ですけれども、実は去年の１０月３日が市長選の告示

で、１０日が開票ということで、もう１年がたとうとしており

ます。この１年間振り返ったときに、仙北市の様々な課題等に

ついて知ることができましたけれども、旧公立病院の解体であ

ったり、上下水道の老朽化の問題だったりがあるのですが、そ

の中でも私が非常に課題として大きいなと考えているのは、次

世代の、これからの学校教育に関して在るべき姿、また、校舎

の老朽化等に伴う子どもたちの教育環境についての今後の取

り組みについて、非常に私としても大きな課題として捉えてお

ります。 

これからこの地域の子どもたちの教育環境をどのように作

っていくのか、また守っていくのか、そういったことで今日の

案件にもございますけれども、学校適正配置に関する様々な地

域住民の皆様からのご意見等のアンケートがありますけれど

も、ここをしっかり取り組んでいかなければ、本当にこの地域
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の将来はなかなか切り開けないなということで、そういった考

えを今でも思っております。委員の皆様にはこの会議を行うた

めに忌憚ない意見をいただき、本当に助かっております。 

本日もこのヤマメ・サクラマスプロジェクトについて、それ

から今触れました学校適正配置、そしてあとは旧東小学校、角

館東小学校、東地区公民館の今後の取り扱いについてと非常に

重要な協議案件でございますので、どうか引き続き皆様の方か

らもご意見を賜れればと思います。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 

小田野総 務部

長 

田口市長ありがとうございます。次に、須田教育長からごあ

いさつをお願いいたします。 

 

須田教育長 

 

本日は田口市長、赤上副市長、小田野総務部長、そして総務

課の職員、教育委員会から教育委員の皆様の参加のもと、２回

目の総合教育会議の開催できましたことに感謝申し上げます。

教育委員会事務局から今日の議題に対して、三つについて提案

させていただきます。 

1 点目の仙北市ヤマメ・サクラマスプロジェクトについてで

すけども、来年度から本格実施というところで、部長が中心と

なりまして、関係各課と調整を図っているところです。 

教育委員会事務局内におきましても、何度も協議を重ねてき

ました。今日は門脇北浦教育文化研究所長から具体的な提案を

させていただきます。 

また、生涯学習課が進める若者の交流の場とする公民館や市

民会館主催の講座については教育委員会の２０代、３０代の職

員を集めて、どのような講座にしたいか検討する会も考えてお

ります。そのようなことを提案も今日させていただきます。 

２点目が学校適正配置準備室からの報告です。この前の懇親

会の折に、門脇総務文教委員長の方から西木地区でこの４月か

ら生まれた子どもの数が１人であるという話をされまして、本
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当に驚いたそうです。今日、室長に本当か確認させましたとこ

ろ、1 人でした。ということで、８月２９日に１回目の学校適

正配置検討委員会を開催しましたけども、その件につきまして

も今日、室長の方からご報告をさせていただきます。 

それから３点目は角館東公民館の閉鎖問題についてです。こ

の件につきましては仙北市の政策会議でも話題がありました

が、今後のスケジュールについても今日提案させていただきた

いと思います。  

それでは本日はよろしくお願いいたします。 

 

小田野総 務部

長 

次は、本日、副市長が着任後初めての総合教育会議の出席と

なりますので、赤上副市長からごあいさつをお願いいたしま

す。 

 

赤上副市長   皆様こんにちは。７月１日に着任させていただきました赤上

と申します。どうかよろしくお願いいたします。 

私、前職は産業技術センターというところに勤務しておりま

して、秋田県の人口減少というものは、その段階からも難しい

問題だなと思いつつも、私なりにいろいろと研究させていただ

きました。やはり雇用の場の案と言っても、創出。それも、や

はり若者も含めてというところを協議させていただいた結果、

やはり研究開発型または開発型の企業でないと、なかなか子ど

もたちも目が向かないのではないかということで、今までおよ

そ１０社程度回らせていただきました。その結果なのですが、

社会貢献をきっちりされている企業さんが、今残っているとい

うか、訪問させていただいた企業でした。残念なのが、子ども

たちにインパクトのあるような、私の企業はこういうことで社

会貢献をしているのだっていうのが、あまりお伝えされてない

んじゃないかなという１点が、これから市を挙げて取り組まな

ければいけないことかなと考えております。それはひとえに、

このヤマメ・サクラマスプロジェクトに私は関わっているので
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はないかと思います。 

ということで、企業様にも子どもたちに夢を与えるような授

業を行いますというお話をして、協力を要請したところ、全て

の企業から承諾をいただいたところであります。ですので、こ

れから具体案に入っていくと思いますので、ぜひとも皆様方か

らですね、忌憚のないお話をしていただければ、産業の方から

もバックアップができる形に持っていければと考えておりま

すので、どうかよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

小田野総務部

長  

 はい。ありがとうございます。それでは今日の協議案件でご

ざいますけれども、ヤマメ・サクラマスプロジェクトについて、

学校適正配置に係るアンケート調査などについて、東地区公民

館・体育館の在り方についての３件でございます。ここからの

進行につきましては、田口市長の方からお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

田口市長  はい。それでは、ここから私が進行を務めさせていただきま

す。今回の議事録署名人は、須田教育長と橋本委員のお二人に

お願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

はい。ありがとうございます。議事録が完成次第、署名をお

願いすることになりますので、どうかよろしくお願いいたしま

す。 

それでは、協議案件に入ります。協議案件（１）ヤマメ・サ

クラマスプロジェクトについて、担当から説明をお願いしま

す。 

 

鈴木教育次長

兼学校教育課

長  

教育次長の鈴木です。始めに、私から教育委員会の構想をお

話します。こちらは、キャリア教育において、幼・小・中・高

でそれぞれ身に付けたい力、資質能力の系統図です。これを「仙

北市幸福度Ｎｏ．１構想 教育版」と銘打ちました。目指す子



6 

どもの姿、教育目標、創りたい地域像を挙げております。また、

目指す教育方針として、３つ挙がっていますが、これは学校適

正配置準備室が二十歳の集いの参加者と角館高校２年生から

のアンケート結果からのものです。この後、小・中学生、保護

者、一般市民にアンケートを行いますので、その結果、教育方

針と資質能力は変わるものと思われます。よって、これは素案

となっています。 

では、教育委員会が進める「幸福度Ｎｏ．１構想」は、プロ

ジェクト１「問いを発する子どもの育成」言語活動の充実・共

感的な集団づくりです。１１月２日に市の研究会があります

が、そのテーマでもあります。学校教育において、骨太の人間

の基礎を培っていきます。 

次に、プロジェクト２「ＣＳ（コミュニティ・スクール）・

学校適正配置の実施」です。子ども・保護者だけではなく、地

域住民を巻き込んで、子どもの未来をみんなで創っていきま

す。 

最後に、プロジェクト３「ヤマメ・サクラマスプロジェクト」

通称ヤマサクプロジェクト、もっと略しますと、ＹＳプロジェ

クトです。このプロジェクトにより、仙北市を元気にしていき

たいと思います。では、その詳細については、門脇所長からお

願いします。 

 

門脇北浦教育

文化研究所長  

はい。北浦教育文化研究所長の門脇です。ここからは私の方

からお話をさせていただきます。ＹＳプロジェクトに関しての

具体的政策に関して、教育委員会で話を揉ませていただきまし

て、プロジェクトの狙いですけれども、仙北市を舞台に、仙北

市の未来をつくる若者を育てていきたいと、未来の地域や社会

を支える意欲と高い志にあふれる仙北の子どもを育成してい

きたいと考えております。私たちは都会に出て行ってというこ

とをずっとこう言ってきたわけではないんですけれども、人口

の自然減が止まらず、気が付けば現在のような状況になってお
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ります。何とか地元を背負って立つ自覚と志を持った子どもに

育ってほしいという気持ちを持ってこのプロジェクトを考え

ております。 

具体的政策、これからお話させていただくことは、まず大き

く分けて７点となります。中学生の職業講座、キャリアマイス

ターによる講演、夢ガイドブックの作成、わらび座事業、中学

生職場訪問・職場体験、小学生職場訪問・職場体験、その他と

いうことになっています。こちらの方ですけれども、来年度か

ら、こちらの方のプロジェクトに関わる専門のスタッフをでき

れば配置していただきまして、強く推進していくことができれ

ばなと考えております。 

では、個別に見てまいります。中学生職業講座であります。

今まで仙北市の方では、地域企業が自分の企業の魅力、生き方

等を中学生に対して説明するという機会は全体としては無か

ったわけです。それを一堂に会して行いたいということであり

ます。今年度、試行的に１１月１０日の１時半から神代中学校

２年生を対象に行うことが決定いたしました。副市長の方よ

り、講演を入れてみてはどうかということで、小西様という方

から講演をいただき、いろんな考えを深め、そしてまた広め、

深めていくような、そういうような 1 日にしたいなというよう

に考えております。ですから、内容としましては、現在を知る、

未来を知る、その講演と、ＡＩ講話となりますけれども、それ

プラス、市の企業の方が自分たちの生き方を子どもたちに伝え

るという、そういう１日になってもあります。これは来年、来

年度からは全ての中学校で一堂に会して行いたいと考えてお

ります。        

続きまして、キャリアマイスターによる講演であります。生

き方を子どもたちに伝える集会というように考えていただけ

ればと思います。角館中学校などでは、これまでも「ようこそ

先輩」ということで、先輩のその生き方を学ぶようなそういう

集会が行われてきておりました。案外、中学校では充実してい
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るのですけれども、小学校の高学年の段階から、全校でやりた

いという思いを私たちとしては持っております。現在の事業等

を色々精査して、より良い形を検討して実施していければなと

いうように考えております。子どもたちの、大人になっていく

にあたっての、その生き方を考えていくことに繋がっていくの

ではないかなと、私たちとしては考えております。 

その次です。夢ガイドブックの作成です。具体的なものを、

他の市町村の実際のものがあればいいのですけれども、例えば

この人はこういう生き方をして頑張っている、こういう企業が

こんな頑張りをしている、というものを本にまとめていきたい

と思っています。現在の構想では、人の本、それから企業の本

の２冊を作成していく予定でおります。なぜかといいますと、 

小学生はまず、人というものをターゲットに、それから中学生

になってくると人だけではなくて企業をターゲットに本を作

成していった方が、子どもたちの方には意図が伝わりやすいの

ではないかというような気持ちを持っております。できれば、

若い人を中心にこの冊子の記事にしていけば、より子どもたち

に地域が抱える問題とか、大人の頑張りが伝わっていくのでは

ないかと考えております。 

続いて、わらび座事業であります。わらび座という素晴らし

い劇団があります。今年は、補正の方で予算措置をしていただ

きまして、１２月に６回実施することになりました。６回とい

うのは、田沢湖地区、神代地区、桧木内地区、西明寺地区、そ

れから角館地区が子どもたちが多い地区ですので、角館地区に

関しては２回に分けてということになります。劇団員の方の素

晴らしいそのパフォーマンスに触れるだけではなくて、なぜ仙

北市で頑張っているかということ、日本三大ミュージカルと呼

ばれるこの方々のその生き方に触れていくということを現在

相手方の担当の方と強く打ち合わせをしておりますので、子ど

もたちにとって、その地域に生きる、地元で生きるということ

の大きな考える材料になるのではないかなというように考え
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ております。 

続いて職場訪問です。中学生の職場訪問に関しては、現在、

全ての学校で行われておりますが、ほとんどの学校で２日間実

施ということになっております。教育長の方から、できれば３

日以上実施して欲しいということを校長会の方で提案をして

いただいております。校長会の方で、それが実施が可能なのか

ということを検討、検討というか考えているところです。やは

り企業の方から影響を受けるという、そういう機会を充実させ

ていきたいということから、日数を増やすということを考えて

いるところです。 

続きまして、小学生の職場訪問、職場体験に関してでありま

す。小学校の方では職場等の職場体験というのは実施されてい

ないのが現状であります。あまり小学校ではやらないです。た

だ、早い時期に自分のキャリアに関して、その地域の企業に関

して、人に関して影響を受けることというのは大切ではない

か、という思いからこのように考えました。夏休みの職場訪問、

職場見学を小学生の希望者を対象にやってみたらどうか、来年

からはこのような形で実施していきたいなというように思い

ます。パンフレットを作りまして、手を挙げたお子さんに対し

てこのようなことをやっていければなと思います。   

それから、小学校に関して言うと、一番大切なのはこの地域

巡りというところだと思うのです。今日も、西明寺地区でくり

っこ探検隊というのがあります。聞かれたことありますでしょ

うか。何をやっているかというと、それこそ生涯学習課に話を

してもらった方がいいかもしれないですけれども、地域のお肉

屋さんであるとか、それから地域の自転車屋さんであるとかを

かわいい１年生、２年生が先生と一緒に訪問しまして、昔はこ

こでこういうものを売っていただとか、昔はこういうものがあ

っただとか。それから、私の息子が小学校１年生と２年生です

けれども、ｋｉｍｏｔｏさんとかに行きまして、前はただの肉

屋さんでしたが、今ちょっとしたフレンチっていうのでしょう
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か、そのような形で頑張っているようなことも、実はかなり小

さい段階から小学生が触れさせてもらう。それは、何もキャリ

アということを意識しているのではなくて、地域探検というと

ころから始まって、そういうことがここで言う、小学生の職場

訪問、職場体験というものに一括して含まれるものだというよ

うに考えていただければ分かりやすいかと思います。 

その他ということで、公民館事業に関しても少し触れさせて

いただきます。若者のコミュニティを作っていくことが非常に

大切な時代なのか、というようなお話を教育委員会内でさせて

いただいております。その時に、やはり公民館が果たす役割と

いうのは、いろんな仕掛けを考えております。現在、利用者は

高齢か若者。そして更に集めたいので、若者を対象とした講座

の開設はできないか。高校生以下もターゲットとするような

形、ｅスポーツ、ダンスなどはどうか。中には、ＴｉｋＴｏｋ

であるとか、そういうインスタ映えを狙う講座であるとか、そ

ういったものも含めて考えたらいいのではないかというよう

なお話もありました。何とかして若者の緩やかな交流を目指し

ていきたいというところであります。 

あと、ちょっと余談になりますが、現在結構ですね、いろん

な仕掛けをしているのですが、定員がいっぱいになってくるの

が早いので、なんとか受け入れの数を増やしていっていただけ

ればというようなお話も委員会内で出たところであります。 

最後となります。仙北市子ども議会というものがあります。

３年に一度行われておりまして、今年度は仙北市子ども議会の

年に当たっております。子ども参画型の市政を考えておりま

す。要は、子どもたちが市を活性化していくために提言をさせ

ていただくというような形になりまして、何とか子どもたちが

提言するだけではなくて、それに対して意見を返していただき

たいと。そして、実行できてとても良い案のものに関しては、

予算措置をしていただいて、実施していただければ、子どもた

ちも自分たちの考えが反映されて、この市で生きていこう、こ
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の市でより良い提案をしていって、支えていこうという気持ち

が生まれるのではないかというような考えをしているところ

です。 

簡単ではありますけれども、私からは以上であります。 

 

田口市長  それでは協議案件の（１）であります、ヤマメ・サクラマス

プロジェクトについての説明がありましたが、そもそもヤマ

メ・サクラマスプロジェクトの名前の由来を教えていただきた

いのですが。 

 

鈴木教育次長

兼学校教育課

長  

私の方からよろしいでしょうか。ヤマメとサクラマスとい

うのは同じ魚であると。陸型というか、ずっと内陸にいるの

がヤマメであって、 1 回海に出るのがサクラマスであります。

ここで住み続けてほしいという気持ち、1 回都会に出ても戻っ

てきてほしいという。更に言いますと、1 回都会に出て行って、

海に住み続けたとしても、心のどこかで仙北市のことを思い

続けてほしいという気持ちからその名前といたしました。  

 

 

田口市長  はい。ありがとうございます。それではただいまの説明に

ついてご意見ご質問をお願いします。  

 

 

橋本委員 ７つの項目全てにコメントはできないですけども、その前

にまず、先ほど教育長からの西木地区で子どもが 1 人しか産

まれてないという話がとても衝撃的でした。私も広報誌を見

て、西木地区の出生が無いなというように思っていたんです

けども、とてもびっくりしたところです。  

先ほど、門脇所長の方からお話あったように、学校を卒業

して全ての生徒が地元に残ることはできないと思いますけれ

ども、この４つ目の仙北市から出ても心のどこかで仙北市の

ことを思う人間であってほしいというのは、非常に大切なこ

とだと思います。それが将来、仙北市に何かしらのプラスア
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ルファをもたらしてくれるのではないかと思います。  

私がちょっと考えてきたのですけれども、一つは仙北市版

のキャリア教育ですけれども、角館高校２年生のアンケート

の中で、将来地元にどんな仕事があれば就業したいですかと

いう問いに、これは普通高校ということもあるのでしょうけ

れども、農業・林業・土木建設と回答した生徒はほとんどい

ない状況でした。仙北市を支える大切な仕事であると思いま

す。こういう職種にも興味を持っていただけるような仕組み

が必要ではないかなというように思いました。  

それから仙北市夢ガイドブックの作成についてですけれど

も、これはちょっと難しいかもしれませんけれども、仙北市

内の人、事業にプラスをして、仙北市内から通勤圏内にある

大仙市などの企業や人、それらが紹介できるとすれば子ども

たちにとって選択肢が増えるのではないかというように思い

ますので、検討していただければというように思いました。  

それから、若者交流プロジェクト関係では、もう既に市民

会館の方で 1 回目が行われたようです。子どもから大人まで

大勢の方が訪れていました。こうした企画を継続することで、

何か仙北市は面白いことやっているなということで、他の大

仙市とかそういうところからも若者が来ると思います。そう

いう中で人の交流が生まれると思いますので、ぜひ頑張って

取り組んでいただきたいというように思います。  

このプロジェクトを実行することで、何か今までの学校と

違ってきたなっていう、そういうところが皆さん感じてくる

と思います。ぜひ難しい面もあると思いますけども、頑張っ

て取り組んでいただきたいというように思います。以上です。 

 

田口市長 はいありがとうございます。田口委員お願いします。  

 

 

田口委員 まだちょっとまとまっていないのですけれども、何点かお

話しさせていただきます。  
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まず、今日、ヤマメ・サクラマスプロジェクトの具体的な

中身について非常に詳細なインパクトのある提案をしていた

だきました。短い間にこれだけの内容をこうした形で進めて

提案していただいて一つ、エンジンとギアをいれて、スター

トダッシュをかけるっていう意気込みが感じられるような中

身で感心いたしました。  

やはり、何よりもヤマメ・サクラマスプロジェクトは何を

目的に、どのような系統性で、どのような計画でいくのかと

いうあたりのグランドデザインがしっかり明示されたという

印象を持ちました。何をやるにもインパクトのあるグランド

デザイン、学校ではそれを受けてカリキュラムをデザインし

ていくと思いますけれども、その参考になるようなインパク

トになる系統性、あるいは目指すもの、方針、そういったも

のが具体的に提示されたという、大変素晴らしいと思いまし

た。これから学校、あるいは市民に理解していただくために、

本当に分かりやすい資料になっているという印象を受けまし

た。  

２点目ですけれども、プロジェクトが具体的に７つ提案さ

れております。どれも魅力的で、具体的で、楽しみな内容だ

と思います。今考えられる方策も全てを網羅されているので

はないかと思いますし、これには重点的に年次計画で進めて

いくものもあるでしょうし、実施していくという事業もある

だろうし、順序をつけながら推進することになると思います。

それにしても、これも着実に予算が必要だと思いますし、そ

れを学校あるいは職員の多忙化を防ぎながら円滑に運用して

いくためには、人というものも必要になってくるのではない

かと思います。学校に全部頼むのではなく、学校の事務職員

全員でということじゃなくて、やはりそれを推進していく人

員の確保ということもできればお願いしたいものだなと思い

ます。  

３点目はですね、先ほど副市長からヤマメ・サクラマスプ
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ロジェクトを応援し、全面的にバックアップしたいというよ

うなお話がありました。大館市がその地元に残る教育先進地

ということで、地元の企業と教育委員会と、あるいは学校と

かで。協議会を作って職場体験の場の提供なり、将来子ども

たちがこの地元に残るための連携の在り方、あるいは毎年実

施する職場体験の結果を受けて課題を明確にしたり、求めら

れる人材に育てるためには何が必要なのかを協議したりとい

うようなことを１０年前から大館市では推進されたという記

憶を私は持っています。  

後で確認していただきたいのですけども、先進地として素

晴らしい内容を企業と一体になって連携しながら進められて

いるそういう先進地もあろうかと思いますので、先ほど副市

長からもお話もがありましたけれども、そうしたことで学校

や教育だけの頑張りではなくて、やはり社会を巻き込んで企

業を巻き込んで連携しながら、この事業を展開していくとい

うことで社会現象として、あるいは新規の課題として子ども

たちはもちろんだけれども、地域に協力いただいてみんなで

一緒に考えていくというような、こういうようになっていく

のかな、というように考えていただければと思います。以上

です。  

 

田口市長  はい。ありがとうございます。では、細川委員お願いしま

す。  

 

 

細川委員 ヤマメ・サクラマスプロジェクトの構想内容を非常分かり

やすく取りまとめていただきましてありがとうございます。        

私もいろいろ資料を読みながら考えさせていただいたので

すけれども中学校の職場訪問をうちの子どもたちも体験させ

ていただいて、すごく勉強になったということを子どもたち

から聞いています。小学生の子どもたちに体験させるという

のもすごくいい機会だと思います。将来の自分の選択肢の中
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の一つになるのかなと思っております。  

もう一つは、その他の中央公民館の協議内容に、Ｉｎｓｔ

ａｇｒａｍだったりＴｉｋＴｏｋだったり、今すごく日常的

にも流行っている、子どもたちもしかり、若い方々もしかり、

こういうもの使って情報発信しているのでぜひこういうのを

活用しながら、例えば防災キャンプとかっていうのも書いて

いたのを見ましたので、例えばインスタ映えする防災キャン

プとか、仙北市のいろんな環境が整っている中で、こういう

ような事例をしながら、日本だけでなく世界にも発信できる

ＳＮＳというのを、うまく使って仙北市アピールできればな

と思っております。以上です。  

 

田口市長  はい、ありがとうございます。では、坂本委員お願いしま

す。  

 

 

坂本教育長 

職務代理者 

はい。サクラマスの坂本です。７つのプロジェクト、大変

良くまとめられていて、どれもご興味が持てる内容だと思い

ました。その中でちょっと気になったことがいくつかあった

ので、私個人の意見ではありますが、お話しさせてください。   

まずですね、順番がバラバラになりますが、職場体験を３

日間受け入れるというお話がありました。ちょっと自分の体

験からなのですが、今年の８月の終わりに、うちの夫の会社

で、中学２年生の生徒さん３名を、ＩＴ関係の会社なのです

けれども、受け入れました。会社に来たときに聞いてみたら、

それほどコンピュータに興味があるわけではないという感じ

が、ここにあてがわれた、ここに行けと言われて来たみたい

な印象がちょっとありましたので、コンピュータやパソコン

に興味がある子に、うちとしては来て欲しかったというとこ

ろがあります。ただ、その中でこの３人どうやってコンピュ

ータに興味を持たせようかということで、ｗｉｎｄｏｗｓ１

１を作らせました。パソコンを作ってもらったら、それに電
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源が入って動き出したときに歓声が上がりまして、おそらく

あの３人は、来たときよりはパソコンに興味を持って帰って

きてくれたのではないかなと思っています。  

ただ、ほかの企業に行った生徒さんの話を聞きますと、２

日間ずっとパンフレットを詰める作業でした。資料整理だと

か。それだと、もうこの企業には入りたくないなと言ってい

ましたので、やはりそこは企業側も３日間あるので、うちは

こんなに面白いところだよ、君たちぜひおいでっていうよう

な、そういうことをさせてあげたらもっと楽しいだろうなと、

キャリアの選択の幅も広がるのではないかと思います。企業

側も３日間の対応は大変だと思います。そのために、スタッ

フを張り付けなきゃいけないこともありますでしょうし。で

あれば、３日間充実した内容になるように考えていただけれ

ばなと思いました。  

次に、このプロジェクトなのですが、おそらく多くの方が

就職ということで企業に入ることを前提に考えられていると

思います。ただ、こういった地域ですので職業の選択が限ら

れてしまうことは否めません。ですから、もう少し幅を広げ

て、例えばここからの通勤圏内である大仙市、あるいは北秋

田市の空港などでは、十分に通勤圏内だと思います。そうい

ったところまで広げてですね、可能性を妨げないようにして

あげたいなと思います。  

あと、起業ですね。起こす業務に関しても、今ある会社に

いるだけがサクラマスで帰ってきてやることではなく、自分

で学んできたことをここで起こすということもできると、そ

ういったロールモデルのような方を紹介するのもいいのでは

ないかと思いました。  

すいません、先ほど齋藤瑠璃子さんの名前がでましたけれ

ども、齋藤さんは、決して写真家ではありません。彼女が撮

った写真、それこそＳＮＳにアップされている写真がすごく

良かったので、８月号のエスプレッソ表紙として使わせてい
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ただきました。ただ、彼女は美大を出て、家業の椎茸農家を

継ぐために帰ってきて、そんな色々な暮らしのモチーフもあ

りますので、何か面白いことをされるんじゃないかなという

期待はあります。簡単ですが、以上です。  

 

田口市長 はい、ありがとうございます。教育長から何かありますか。 

 

 

須田教育長  ぜひ副市長から、起業について参考になるご意見いただけれ

ばありがたいと思います。 

 

 

赤上副市長 どちらの意味の起業でしょうか。  

 

 

須田教育長 起こす方の起業についてお話しいただきたいです。  

 

 

赤上副市長 今、起業のキーワードとなるのは、ＩＴ関係です。ぱっと

思いつくのが、福祉関係において非常にアナログ的にという

か、例えば、訪問したご家庭の状況だとか健康状況だとかを

当事者とお話しながら書くのですけれども、大体１０分から

１５分くらい時間を要するようです。それをデジタル化にし

てキーワードを用意しておいて、これを選択することによっ

て、５分ぐらいで済ますことができます。  

およそ、そういう介護される方は５件から１０件くらい回

りますので、デジタル化することによってプラスで２人見る

ことができるだとか、こういったフォーマット作成とか通信

形態の内容をスタートアップ企業さんに作っていただくだと

かというようなことは、十分に考えられると思います。  

この間、当市でも、それこそワーケーションモニターツア

ーみたいなものをやらせていただくと、やはりＩＴ関係の企

業さんからお越しになりたいという話も聞こえます。その中

で、この仙北市で仕事がなければ、なかなか来づらいという

こともありますので、そういったところを我々が社会課題提
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案して、こういったところをアナログからデジタルに変える

ことによって、併用できるのではないかということを提案で

きればと思いました。  

もう一つはですね、これだけ人口減少が甚だしい中で、夢

かもしれませんけれども、小学校の高学年、もう少し小さく

てもいいかもしれません。小学校の３・４年生あたりからも

うＩＴ、英才教育をしてしまうと。おそらく３年ぐらいやっ

てしまうと、中学校一年生くらいでですね、今東京でやって

いるようなＩＴ関係の技術に追いつけると思います。よって、

そういう若者たちが仙北市から出て行ったとしても、なんだ

東京の技術レベルもこんなものかと、だったら空気の美しい

仙北市で仕事ができるじゃないか、という時代になってくる

と思いますので、もうこの子どもたちに英才教育をしていた

だくという、尖った内容の教育があっていいのではないかと

思いました。こういったことをやっていけば、仙北市は非常

にＳＮＳに取り上げられるのではないかと。  

ちょっと無責任な発言をしてしまいましたが、そういうこ

とでもやらないと、この市に例えば親が移住して子どもたち

を連れてきて、この小学校に入れたいと思うような人が増え

ないのではないかと思います。  

島根県に確か海士町というところがあって、そこではいろ

んな取り組みをしていて、社会に疲れた子どもたちが親御さ

んと一緒に移住してくるというものもありましたので、それ

のいわゆるサイエンス版というかエンジニア版を提案して、

立ち上げていただければですね、人口減少の抑制、並びに若

干は増加に期待できるのではないかと思いました。  

 

田口市長 はい。各委員の皆様から、ヤマメ・サクラマスプロジェク

トに関しては高評価というように受け取っております。様々

な課題がありますけれども、いずれにしても、皆さん触れて

いる通り、こういう夢ガイドブックであったり、要はこの地
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域で生き続ける理由、そこで働いて生活をしていく、暮らし

をする理由、なぜここに残るのか。先ほどの起業の話もそう

ですよね。なぜ起業するのか、ということを単純に起業した

人間から話をしてもらうと。なぜあなたはここで起業したの

ですか、と。多分そこに大きな理由があるわけです。  

私の方から情報提供させていただきたいのは、近々、仙北

市広報にも載りますが、今回、市民意識調査を実施しました。

３，０００人にお願いして１，２００名程度、４割ぐらいの

回答率でしたけれども、「この地域に愛着がありますか」「住

み続けたいですか」「住みやすいですか」っていうのは大体、

概ね半分以上がイエスという答えでした。ところが家族、友

人知人に移り住んでもらうことをおすすめできますかという

問いには２６％ぐらいしかイエスが無かったです。７５％が

勧められないという回答でした。これは家族というのは、多

分、親からすれば子どもになるのかと思います。自分は愛着

を持って住み続けるし、まあまあ住みやすいのだけれども、

子どもには住めとは言えないっていうアンケート結果が出た

んですよ。極端な数字です。２５％しか勧められない、これ

はなぜなのかということだと思いますが、ここが多分、この

ヤマメ・サクラマスプロジェクトにも通ずるものがある、現

状はそうであるということです。  

では、坂本委員のようにサクラマスになって戻ってきても

らうために、我々はどうしたらいいかっていうところがこの

今回のプロジェクトの一番大きな意味なのか、というように

思って聞いていました。  

若干、検討させていただきたいのが、橋本委員からも坂本

委員からも触れられておりましたけれども、仙北市以外の企

業も含めたというような話がありました。ここについては、

基本的には仙北市のサクラマスプロジェクトということで、

仙北市内の企業というのを前提としていたと思うですが、こ

こについてのご意見を皆さんからお伺いしたのですが。大
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仙・秋田市も含めて、その地域の子どもたちの可能性を追求

する、可能性を広げるためにはそういった企業者とのマッチ

ングというか、情報も必要なのではないかという委員からの

ご提案がありましたけれども、そこについてご意見いかがで

しょうか。教育委員会からでもいいです。  

 

門脇北浦教育

文化研究所長  

はい。教育委員会の委員の中でもいろいろ意見がありまし

た。通勤圏内というお話をしていただいたのが、この事業を

一緒にやってくださる県の地域振興局の方であります。  

県の地域振興局の方で仙北市ということであれば、大仙と

かにもよく行ってらっしゃるので、そちらの方も対象にしま

すか、と。これは、企業説明会のことでありますけれども。

それもありですよね、ということで少し広く捉えてはおりま

したが、秋田市ということを先ほど坂本委員の方から聞きま

して、私個人としては、意識の中から抜けていたなと反省し

たところです。現在１２企業の説明会を１１月１０日に関し

ては行う予定で頑張っておりますけれども、少なくともその

内の８社くらいは仙北市の事業でという形で調整をしている

ところです。  

 

 

田口市長 その理屈からいくと雫石町なども対象ですよね。そこにつ

いてちょっと継続して検討していければと思います。  

もう一点。職場体験のその体験先の方との意識の共有とい

うか、何のためにその職場体験をさせるのかということを受

け入れ側の企業がしっかり理解してくれるのか、そこはどう

ですか。  

 

 

門脇北浦教育

文化研究所長  

はい。やはりそのような問題はあるというように私たちの

方でも考えております。  

一番大切なのは、今回の企業説明会でもそうですけれども、

やる側の市教育委員会であったり、学校であったりというと

 



21 

ころが、その意図を伝えるというよりも共有し、頼むから一

緒に子どもたちを残すために頑張って喋って欲しい、頑張っ

て考えて仕事をさせて欲しい、というところになってくるの

だと思います。  

正直、学校側に更に大きな負担をかけることができないの

で、そのためにアドバイザーといいますか、来年から専属の

方に 1 人入っていただければ、教育委員会の中としては地域

と一緒にやっていくための地域学校協働活動とか、コミュニ

ティスクールという組織が出てきていますので、そこの中で、

地域と地域にお願いではなくて、地域と協働して子どもたち

を育てていく、ということを充実させていきたいと考えてい

るところです。まさにおっしゃる通りであります。  

 

田口市長 これはそこが肝で、じゃないと単なる労働力をただ派遣し

てしまって、嫌になって、こんな地域なんかもう絶対戻って

きたくないと、逆の結果になりかねないので、そこは職場体

験の企業に関しての情報をぜひ共有させていただいて、そこ

が非常に重要ですので。  

 

 

坂本委員 うちの会社で中学校から電話があって、職場体験を受け入

れてくれないかという提案があったときに、非常に遠慮気味

にその担当の先生が喋られて、掃除でも何でもいいですから

やらせてくださいっていう感じなんですよね。なので、働く

ってなんだかっていうことを知らせたいというような、そう

いう姿勢も感じられました。ですが、せっかく来てくれるの

であればやはり職場を知ってほしいと思いましたので、学校

側との共有も必要だと感じました。  

 

 

田口市長 なるほど。受け入れていただけるのであれば、みたいな低

姿勢で言うと、逆に子どもがそのような扱いをされてしまう

っていう、そこは先ほどの田口委員の方から大館の先進事例
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でその企業と教育委員会とが連携してっていうところの、今

回のプロジェクトに関してはこういう目的のもとにやるの

で、ということを企業にしっかり伝えていくことが、ただ生

徒を受け入れるのが目的じゃないと思いますので、そこにつ

いてはぜひこういった形で改善していただければと思いま

す。  

 

須田教育長 それについて一つよろしいですか。  

実は、この市の研究会の時に大館の教育長さんを呼んで講

演してもらうことをお願いしているわけですけども、この４

月に東北の教育長会議やったときに、去年あたりからヤマ

メ・サクラマスプロジェクトの漠然とした案は自分で持って

いましたが、大館の教育長の話を聞いて、これはもう絶対仙

北市でもやらなきゃならないのだと確信したわけです。  

１０年かかったって言うのです、大館も。やはり企業と学

校とそれから市もしくは委員会がタイアップして、実績を上

げるまで。高校生の、いわゆる大館市の定着率がとても上が

ったということでした。大館には大企業なんかもあるので、

なかなかうちの方では厳しいところはあるのですけれども。

大館市は何も無いところだっていうように住民が捉えていた

そうです。ところが、いわゆる大館市型のキャリア教育を充

実することで子どもたちが大館に対する愛着心というか誇り

の率がやはり１０年間で上がった。それに伴い就職率も定着

率が上がったってことです。５年１０年かかるのでしょうけ

れども、その話を聞いて、仙北市でもやらないといけないな

と思ったところであります。  

 

 

赤上副市長  先ほど秋田市まで手を広げてという話があったと思います

けれども、まずですね、仙北市の企業さんを中心として進め

ていただきたいなと、素晴らしい企業はいっぱいあります。  

社会貢献をきっちり果たしているから、当然、残っておりま
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すので、そこをまず教育者の皆様方から、咀嚼していただい

て、子どもに説明するということから必要なのかなと。  

今日も訪問させていただいた縫製工場では、一着何十万円

もするドレスを作っていて、もちろんこのあたりでは売って

いないのですが、そういった企業さんもございますし、それ

からもう一社では、半導体製造装置の基幹部品を作っている

ところもございます。そういう話をしていただくことによっ

て、きっちりとこの仙北市の企業が社会貢献なさっていると

いうことですね、伝えていただきたいなと強く思いますので、

そこからまず始めていただいて、それで足りないのであれば

他に広めていただくっていうのでいいかなと思いますので。

まず通勤圏内ですけれども。  

 

田口市長 はい。最後、ちょっと時間もあれですので、先ほど細川委

員から自分のお子さんが職場体験に行って勉強になってきた

という話がありましたが、どういった会社、職種についてで

しょうか。  

 

 

細川委員 実は、私の住んでいる家から５分ぐらいのコンビニエンス

ストアに行きました。接客とレジ打ちとか、コンビニに勤め

ている方々が行う仕事を本当に実際に体験して、お客さんの

前でレジ打ったりとかをしてきたそうです。  

常に緊張していたようです。私もちょっと気を遣って、買

い物に行かない方がいいかなと思ったのですが、一回だけ行

きまして、何で来たんだと言われましたが、でも働くってい

うことはたぶんそういうことなので、ぜひいろんな職種があ

る中で、お客様商売っていうことをしてくれたっていうのは、

私にとってもいい経験だったのでないかなと思います。  

 

 

田口市長 ありがとうございます。各委員からもこのプロジェクトに

関しては、教育委員会が単独でやるような事業ではありませ
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んので、企業もそうですし、地域の人たちみんなが子どもた

ちのこれからについて、やはり関わっていくことになると思

いますので、ぜひ、今日ご意見をいただいたことを踏まえて、

また、これは私の話になりますけれども、予算等もこれから

査定に入りますので、しっかりこのプロジェクトが推進でき

るように、進めてまいりますので、引き続き皆様からもまた

ご意見を賜りながら、準備を進めてまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。  

そうすれば協議案件（１）につきましてはここら辺で切り

上げさせていただいて、続いての案件の方に移らせていただ

きますがよろしいでしょうか。  

はい。それでは、案件（２）、学校適正配置に関わるアンケ

ート調査などについて説明をお願いいたします。  

 

若松学校 適正

配置準備室長 

学校適正配置準備室からは、５月の会議以降の取組み状況

を３点報告させていただきます。１点目は６月から７月にか

けて開催した学校適正配置に関する意見交換会の報告、２点

目は学校適正配置検討委員会の設置及び第１回会議の報告、

３点目はアンケート調査の実施についてです。  

まず１点目の、意見交換会の報告ですが、資料の１枚目を

ご覧ください。６月２７日から７月５日にかけて、市内各小

学校体育館を会場に、保護者をはじめとする市民延べ８２人

の参加をいただき意見交換しました。  

各会場では小・中学校教育を取り巻く現状と課題を共有し

たうえで、全市的な観点から将来に望まれる学校の在り方に

ついて、率直な思いや意見を交わすことができました。参加

者からは、児童・生徒数の減少が一層進むことによって、学

校生活や各種活動への影響を懸念する意見が多数ありまし

た。また、老朽化が進む校舎の大規模改修や学校統合に関す

る意見やアイデアのほか、市民の関心を高め議論のスピード

を上げて欲しいといった要望もありました。  
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次のページをご覧ください。各地区毎に、意見交換した内

容を整理した表です。既にホームページでも公開し、概要は

広報紙でもお知らせしているところです。黒文字は参加者の

意見、赤字は市からの返答です。主なものとしては、意見交

換の進め方関連では、より多くの保護者が参加しやすいよう、

ＰＴＡや園の保護者会の機会を利用するなどを検討してほし

いといった声や、議論のスピードを上げて欲しいという声が

各会場から共通して寄せられました。また、学校、学級の規

模関連では、小規模校では人間関係が親密になり、異学年と

も仲良くなれる良さを感じているという一方で、小規模化が

進めば各種活動が制限され、部活の選択肢が少なく存続も難

しくなるなどといった懸念の声もありました。一定規模の中

で多様な人との関わりを経験し、切磋琢磨し、良い競争心を

身につけて欲しい。複式学級は心配な部分が多いと感じてい

るといった声もありました。裏のページ、学校統合の関連で

は、児童・生徒数の減少を踏まえると大規模改修に多額の費

用をかけてまで存続させていくことに疑問も感じるという声

も聞かれました。中には、中学校は市内から等距離の場所へ

１校に統合してはどうか。将来的に小中一貫型学校を整備し

てはどうか。通学の問題も併せて考えていく必要があるとい

った踏み込んだ意見やアイデアもありました。その他として、

児童・生徒数減少の根本原因でもある少子化への対策、移住・

定住対策を進めて欲しいという意見もありました。  

次に２点目の、学校適正配置検討委員会の関係で報告です。

資料、第１回学校適正配置検討委員会会議記録（要旨）をご

覧ください。８月２９日、第１回検討委員会を開催し、委員

は１８名全員が出席しました。委員は次のページに記載のと

おりです。  

初会議ということで、冒頭に委嘱状の交付を行いました。

議題についてですが、今回は初会議ということで、全体的に

は事務局からの説明が中心となりました。  
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議題１では、委員長・副委員長の選出を行い、委員長に鎌

田信秋田大学教育文化学部教授が、副委員長に佐藤彰久角館

高等学校長が就任しました。  

議題２は、現状と課題についての説明で、内容については

先に開催した意見交換会と配付資料を含めて同じです。  

議題３は、これまでの取り組みについての説明で、平成２

８年度に学校適正配置研究検討委員会を設置してから、昨年

度までに行った取り組みや動きについて説明しました。  

議題４は、先の各小学校体育館で開催した意見交換会の結

果について報告しました。  

議題５は、今後の進め方についての説明で、目標として本

年度内に「学校適正配置方針」を、令和８年度までに「学校

適正配置計画」の策定を目指すことを確認しました。  

議題６は、今月実施予定の市民アンケートの実施計画につ

いて、調査票の内容などに様々なご意見をいただき検討を行

いました。詳しい内容は、後ほど説明いたします。  

今回の会議の中で、委員から意見があった主なものとして

は、今後、意見交換会を開催する場合はより参加しやすい工

夫や、市民に関心を持ってもらう取り組みが必要であるとい

うこと。また、適正配置の検討を進めていくうえで、子ども

の視点を第一に考えていくことの重要性について確認し合っ

たところです。  

検討委員会に関しては、もう一つ報告があります。会議に

関わる公開・公表の取扱いについてです。資料の裏面をご覧

ください。９月定例教育委員会でご了承いただきまして、次

回の検討委員会において協議し決定したいと考えています。  

言うまでもありませんが、学校適正配置の検討を進めるに

あたっては、検討委員会で活発に議論がなされ、その内容を

市民に適切丁寧に伝え、理解を得ながら進めることが重要と

考えております。ただ、この先、具体的な統廃合の検討が必

要になった場合には、地域社会や市民生活に大きく影響を与
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える議題となりますので、場合によっては利害や感情が絡む

難しい議論になることも十分考えられます。委員それぞれの

立場から自由に発言がなされ、活発に議論をしていただくこ

とを期待していますが、発言者個人名が公表されることにな

れば、それによって発言者のプライバシーが害されることが

生じたり、そのおそれから活発な議論が行われにくくなった

りすることが無いとは言い切れません。そうした事態が生じ

ない対策やルールを講じておくことが必要と考えるもので

す。  

そこで、一般の会議傍聴の取り扱いについては、①に記載

したそのような理由と、②に記載したように主催者からの説

明や公表に先行して、情報拡散された場合に意図しない形で

伝わったり、市民の不安感や不信感を招いたりするなど、事

業推進に悪影響となるおそれも否定できないことから、事務

局としては非公開にした方がよいと考えているところです。  

２番の会議記録の公開・公表の取り扱いについてですが、

発言者個人が特定されず、かつ市民に分かりやすく要約した、

先ほどの資料の会議録、要旨という形で、ホームページや広

報紙で公表していくことが、適当でより親切ではないかと考

えています。もし会議記録詳細版の情報公開請求があった場

合には、発言者が特定される情報を除いて対応したいと考え

ています。  

最後に３点目の、アンケートについてです。当初、アンケ

ートは１０月頃に実施を予定していましたが、小・中学校を

卒業し、自分の進路を強く意識している高校生、そして高校

を卒業したばかりの二十歳の世代にもアンケートを行うと良

いという教育委員会のご意見を踏まえ、実施することにしま

した。実施に適した時期が８月であったことから先行して実

施しまして、資料のとおり集計がまとまりました。  

実施時期、対象者数、回答数は上欄のとおりで、ほとんど

の方から回答いただきました。 左側が二十歳、右側が角館高
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校２年生で、並べて掲載しています。全体的に見れば概ね同

様の結果だったと捉えています。将来、地域の子どもが通う

学校にどのような教育方針を望むかという設問については、

どちらも１位が多様性、集団の中で多様な考えを認め合いよ

りよい人間関係を築く力を育む学校、２位は切磋琢磨、たく

さんの人と関わりながら切磋琢磨し合い力を伸ばしていく学

校、３位は状況適応、様々な状況に応じて柔軟に考えたり対

応したりする力を育む学校という結果でした。出身校の学級

規模別には若干差が見られますが、全体としてはほぼ同様と

捉えています。  

裏面には、自由記述の意見をまとめています。問６①の少

子化が進む地域の教育に関する意見については、共通して部

活に関する記述が多くありましたのでキーワードとして赤く

着色しています。部活動に対する関心の高さがうかがえます。

②自分がいた小中学校のよかった部分については、それぞれ

感じていた良さを書いていただきましたので、今後の学校の

在り方を考えるうえで大事にしていかなければならない部分

だと思います。  

問７は職業観について、副市長から高校生に尋ねたい質問

として加えたものです。結果を見ると、公務員志望が最も高

く、次いで医療系、看護系でこの二つを合わせると公務員と

同数です。高齢化が進む社会へ医療・福祉の面で貢献したい

という気持ちの表れなのかもしれません。  

少々意外だったのは、美容系が多かったことです。年頃的

におしゃれに関心が高いからでしょうか、好きなことを職業

にしたいという気持ち、応援したくなります。次いでＩＴ系

は、社会で求められる進化し続ける技術を身につけて貢献し

たいという表れでしょうか、市の雇用創出や、ヤマメ・サク

ラマスプロジェクト、キャリア教育を推進するうえで大変参

考になる資料になったと思います。  

次のページ、「仙北市の目指すべき教育の姿と学校の在り方
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に関わるアンケート調査実施要領」です。今月実施する市民

アンケートの計画です。まず調査の目的ですが、学校教育に

関する現状と課題について共通の認識をもってもらうととも

に、市民が将来の子どもの視点に立ったときに、学校にどの

ような教育環境を望むのかを把握すること、そして、それを

将来に目指す教育像・学校像として、３月の「学校適正配置

方針」の策定に反映させることを目的として行うものです。  

調査対象者は、０歳児から中学生までの子どもの全保護者、

小学５年生から中学３年生、また抽出方式による一般市民１，

０００人を対象として行います。スケジュールですが、今週

中に送付し、今月下旬に回収し、集計・分析作業を行いたい

と考えています。  

次のページからは、調査票になります。これまで、２度の

定例教育委員会と学校適正配置検討委員会でご意見を伺って

練り上げたものです。まず、調査票のタイトルから悩みまし

た。学校の適正配置とか学校の在り方といったタイトルでは、

統合を前提として推し進めるための調査と誤解を招き兼ねな

いといった意見もあり、分かりやすく前向きになれるタイト

ルにしました。また、回答いただくにあたっては、まず現状

と課題をしっかり伝え、理解していただくための情報発信が

重要であるという意見を踏まえ、出生数及び児童・生徒数の

予測、校舎の老朽化が進んでいること、小規模化が進んだ場

合の課題などについても説明を前置きします。  

そして、設問内容ですが、大人用の方は、問４で「教育以

外の学校が持つ役割としてどう思っているか」、問５で「教育

効果の項目別に、より効果を期待できる学校の規模について

の考え」、問６で「学校教育を通じてどのような力を伸ばした

いか」、問７で「将来の学校において大切だと思う教育方針」、

問８で「将来の教育環境を考える上で配慮すべきこと」につ

いて、市民の考えを把握したいと思います。  

子どもへのアンケートでは、問３で「学校で身につけたい
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こと」「がんばりたいこと」は何か、問４で「今の学校で良さ

を感じていることは何か」、問５で「このような学校環境であ

って欲しいと思うこと」、問６で「今の学校の自慢、特徴的な

良さ」を聞きたいと思います。このような内容で実施し、将

来にどのような教育環境を望むのか、学校になってほしいの

か、広く市民の考えを把握したいと考えています。  

最後に、学校適正配置に向けた今後の取り組みですが、各

学校の冬休み前のＰＴＡで時間を３０分ほどお借りして、ア

ンケートの結果報告や、適正配置に向けたこれまで、また今

後の動きについて説明をし、時間は限られますが意見交換で

きればと考えています。  

そして、再度、学校適正配置検討委員会の検討を経て、年

度内に学校適正配置方針を取りまとめたいと考えておりま

す。  

 

田口市長 はい。若松室長ありがとうございました。小・中学校の適

正配置に関する意見交換の内容について、それから適正配置

の検討委員会の検討内容、また公表・公開について、そして

高校２年生と二十歳の集いに集まった方々へのアンケート調

査についての報告がありました。今後実施するこのアンケー

ト調査の実施要項の内容についての説明がありました。これ

から実施する部分についての検討かと思いますが、委員の皆

様からご意見ご指摘がありますでしょうか。坂本委員からお

願いします。  

 

 

坂本委員 はい。先日の定例会でも見せていただきまして、非常によ

く検討されているなという思いでした。先ほどのキャリア教

育にも関連してきますけれども、高校生、それから二十歳の

方のアンケート、それも今後の教育のキャリア教育だけでは

なく、学校適正配置の両方に大きく関わってくる内容ではな

いかと。それを非常に参考にしながら進めてもらえればと思
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います。  

また、アンケートの中で部活動に関しての厳しい意見がい

くつか出ておりましたので、今後取り組まなければならない

課題が見えてくると思います。以上です。  

 

田口市長 ありがとうございます。細川委員いかがですか。  

 

 

細川委員 

 

はい。前回の定例会でもお話しましたが、非常に細かいア

ンケートの内容を取りまとめていただきましてありがとうご

ざいます。こういうような回答をするのかっていうのが、だ

いぶ興味があります。高校２年生のアンケートの内容も、前

回お話したとおりだったのですが、やはり子どもさんたちは

堅実に考えているというのが非常によくわかる内容でした。

以上です。  

 

 

田口市長 はい。ありがとうございます。  

それでは、田口委員お願いします。  

 

 

田口委員 詳細については、定例の委員会で何回かに分けて説明いた

だいて、その都度、意見交換をしておりますので、今改めて

ということではないのですけれども、まとめて経過等の説明

がございまして、やはりこれから大事になってくるのは、市

長からもお話がありましたけれども、市民との問題・課題の

共有をどう深めていくかというあたりが、ポイントになって

くるのかなというように思います。  

今後、こちらから出かけていくチャンスもあるようですの

で、待っている説明ではなくて積極的に出かけていって、現

状説明、課題説明をして共有化を図っていくということが大

事になってくるかと思いますので、提示する資料にはインパ

クトが必要になってくるかと思いました。  

それから、アンケート結果から部活動がとても話題になっ
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ているという説明がありましたが、この内容については、何

も統合を待つ必要はないと思います。子どもたちの選択肢を

増やす、地域一体型の部活動、それから地域の移行、これは

もう文科省では現在動いていることなので、先進的に、可能

な限りですね、スピード感があるような改革を、統合を待つ

のではなく、進めていける内容ではないかというように思い

ますので、これは待ったなしの改革が必要だと感じました。

以上です。  

 

田口市長 はい。ありがとうございます。では、橋本委員お願いいた

します。  

 

 

橋本委員 アンケート内容、それから、報告については、前の教育委

員会で説明を受けておりますので、これでよろしいと思いま

す。  

今、田口委員からもお話ありましたけれども、部活動の件

ですけれども、よく統合するための一つの理由として、部活

動ができないということも挙げられておりますけれども、子

どもたちの意見の中では合同チームでも差し支えがないし、

交流することができて、高校にいったときにそれがプラスに

なっているという意見もありましたので、単独校で部活動を

継続しなければならないという考えに固執する必要はないの

ではないかというように感じました。  

意見交換会の時も、丁寧に説明をしてお答えをいただいて

おりますので、この後もそういうスタイルでどうかよろしく

お願いしたいと思います。以上です。  

 

 

田口市長 ありがとうございます。教育長よろしいですか。  

 

 

須田教育長 はい。スピード感を上げて欲しいという要望がいくつかの

地域からあったわけです。ただ、まだ特に角館地区のＰＴＡ
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会長からは、角館の住民に角館から学校が無くなるのだと  

いうくらい話をしないことには、土俵の上に乗ってくれない

ので、何とかそのあたりを、そのくらいの危機感を持って望

んでほしいということを伝えて欲しいとのお話もありまし

た。  

まず、この部分について、時間をかけてじっくりと協議し

ていかないといろいろ難しい場面ありますので、丁寧な説明

をしていきたいと思っているところであります。  

 

田口市長 はい、ありがとうございます。いずれにしても、これから

実施する子どもたちとその親御さんへのアンケート調査の結

果を踏まえたうえで、今後について検討していく必要がある

と思います。内容について私も拝見させていただいて、非常

に答えやすく、またアンケートの作り方も非常にこう書きや

すい配慮がされておりますので、まずは実施して回答数をし

っかり高くしていただいて、それを踏まえて今後検討してい

ければなと思っています。  

比較的ですね、適正配置の意見交換の中では合併やむなし

的な意見が多いのはちょっと意外だなと思いました。校舎を

残したいけどもというような意見もありましたので、まずは

そういった意見をしっかり集約したうえで、適正配置につい

て決めていくということでいいかと思います。  

それでは、案件（２）の学校適正配置についてはよろしい

でしょうか。  

 

 

須田教育長 一つ、次長から、学校の部活動地域移行についての現状と課

題、現在のその実態等について、報告していただければありが

たいです。  

 

鈴木教育次長

兼学校教育課

はい。現在、部活動指導員をまず６名お願いしまして、配置

しております。さらに、合同チームっていうのは中学校では、
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長  秋の新人戦は、西明寺中と桧木内中、それから生保内中と神代

中も野球では合同チームとなっております。子どもたちにとっ

ては出場する機会がありますので、合同チームは効果的です

し、非常に有効だと思います。ただ練習等に関しまして、移動

しなきゃいけないです。 

それから、実は文化部も非常に人が少なくて、生保内中と西

明寺中と桧木内中が吹奏楽部を合同で県内コンクールに出て

おります。それだけ部員が少なくなっています。そこで問題に

なったのは、練習場所がその３校の場合にどこで練習するの

か。そういったときに、生保内中でやってもらったのですが、

移動手段がないということで、非常に親たちが苦労して送迎し

たということもあります。 

ですので、簡単に合同でやればいいんだということでないっ

てことを理解していただきたいなと思いますし、それだけま

ず、親もそれから子どもたちも本当にやりたいのは山々なんで

すけれども、そういう苦労しながら工夫しながらやっていると

いうことを理解していただきたいなと思います。 

 

田口市長 はい。それでは協議案件につきましてはよろしいでしょう

か。続いて協議案件（３）東地区公民館体育館の在り方につい

て、説明をお願いいたします。 

 

佐々木教育次

長兼角館公民

館長  

はい。角館公民館の佐々木ですよろしくお願いします。資料

に沿って、説明させていただきます。 

１枚目、東地区公民館体育館の今後の在り方について、こち

らから始めさせていただきます。現在、抱えている課題や背景

につきまして、角館東地区公民館、体育館は旧角館東小学校か

ら施設を引き継ぎ、延べ４３年が経過し、平成２６年に耐震診

断を実施しております。 

仙北市の個別施設計画では、利用者の安心・安全を重視しま

して、公民館部分を閉鎖、体育館のみ改修して利用していくこ
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ととしていました。しかし、耐震改修工事にかかる費用が概算

で１億円を超えること、近年体育館の利用者数が減っているこ

と、将来的に見ると小・中学校の統廃合等による空き教室や体

育館の増加、費用対効果、そして何より、市民の安心・安全を

第一に考え、旧校舎だけでなく、体育館も閉鎖へと方向性を変

えております。  

そして、閉鎖につきましては、現在、利用している個人や団

体に対して、代替施設の提供などが必要になりますが、陶芸や

樺染めなど、専用教室を必要とする団体については、受け入れ

施設の選定及び所管課と交渉しており、陶芸の電気釜の移設も

合わせて重要な課題となっているところでございます。 

課題解決に向けた案としましては、利用状況を考慮しまし

て、体育館の今後の在り方について、代替施設なども含め、利

用者、利用団体の意向を調査し、利用者への丁寧な対応、代替

施設として現在想定される所管部署とも引き続き検討を重ね

ていきます。将来的にはいずれの施設も廃止し、普通財産とし

て管財課に移管し、解体の方向で進めるのが適当と思われま

す。そのため、今後は施設の管理運営について総務部局との連

携を図り、公共施設等の個別施設計画の見直しなどについて、

全庁的に進めるべきと考えております。 

その他といたしまして、現在、公民館に物品を存置している

部署、また東地区公民館、旧校舎部分の代替施設案、体育館の

代替施設案、それぞれの説明が掲載されております。 

説明は以上でございます。 

 

田口市長 はい。旧角館東小学校の特に体育館について、現在利用して

いただいておりますけれども、老朽化が著しいということもあ

りますし、また、耐震補強等でこれから補強するとすれば、莫

大な費用がかかるということ。それから、私も報告を受けてお

りますが、使用者数がここ数年で半減していると。これは、コ

ロナの影響もありますけれども、非常に大幅に使用される人の
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数が減っているということから、ただいまの説明の通りでござ

います。 

それでは委員の方から意見をお出しいただければと思いま

す。橋本委員の方でよろしいでしょうか。 

 

橋本委員 まず築年数が４３年経過しているということで老朽化が進

んでいると思います。それを更に改修するということで、費

用が約 1 億円見込まれるということですので、これらのこと

を考えた場合、閉鎖もやむを得ないのではないかと思います。

この資料の中でも述べられていますけれども、利用者の数が

減っていると言いながらも利用されている方がおりますの

で、代替の施設について丁寧に検討していただきたいという

ように思います。  

旧中川小学校、中川コミュニティーセンターですか。それ

が現在どのように使用されているかも詳しくわかりませんけ

れども、あそこには体育館もありますし、グラウンドもあり

ます。それから空き教室もありますので、そういうものをう

まく利用できるとすれば、代替施設の非常に大きな候補にな

るのではないかと思いますので、そのあたりのところを検討

していただければいいかなというように思います。以上です。 

 

田口市長 はい。ありがとうございます。田口委員お願いします。  

 

田口委員 はい、築年数からの結果、劣化状況、それから耐震の診断

等の結果を見て、その後の改修が進んでいないのを見ると、

やはり利用者の安全・安心制限ができないような施設で活動

は不可能だと思いますので、公民館の現状等を実際に見ると、

こうした判断はやむを得ないのかなというような思いを持っ

ておりますけれども、やはり問題は現在活動している皆さん

の活動に支障がないような代替場所が準備できるかどうかが

一番問題だと思いますけれども、３枚目の資料を見ると、な
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かなか難航している様子を伺い知ることができます。  

そこを何とか調整がつくように進めていかなければならな

いことだと思います。活動やめてくださいというわけにはい

かないと思いますので、代替場所、活動場所が何とか確保で

きることを願いながら、また、それができてこその意見とい

いますか、廃止に繋がると思います。以上です。  

 

田口市長 はい、ありがとうございます。細川委員お願いします。  

 

細川委員 はい。私の意見ですけれども、やはり築年数が４３年経過

するということと、修繕費に 1 億円という莫大な金額がかか

るようですので、やはり体育館を閉鎖する方向で進めていく

べきだと思います。  

代替案で体育館とかを見て、利用の可否がありますけども、

要は球技関係、ソフトボールだったり、そういう関係はまず

ほぼ体育館ってボールを使えないと壁に穴が開いたりとか、

ガラスが割れたり、そういうこともあって、やはり雨の日に

なかなかこういう球技するスポーツの方々は本当に大変苦労

しています。本当に練習するボールでなく、例えばテニスボ

ールを使ってやったりとかを野球でしてきたりもしてたの

で、少し手を加えればそういうことも使えるような体育館で

できたりしますので、ちょっと壁際にネットを張ってみたり

だとかをすれば、できると思いますので、少し工夫しても考

えながら進めていったらどうかなと思います。以上です。  

 

田口市長 はい、ありがとうございます。  

坂本委員お願いします。  

 

坂本委員 個人的に感傷的な気持ちを言えば、自分の家から本当に２

００メートルくらいのところにあり、ここが建てられたとき

に私は中学生でした。この学校に入りたかったなと思いまし
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たが、その後、うちの子どももそこで６年間お世話になり、

私も何度も足を運びまして、非常に思い出が多い場所ですの

で、その建物が無くなるということにはやはり寂しさってい

うのは当然拭いきれないものがあります。ですが、市民の安

全を確保というためには、やむを得ない判断だと思いますし、

いずれ解体ということになっていくことも仕方ないことだろ

うとは思います。  

ですが、やはり他の委員さんもおっしゃっているように、

今の利用者さんたちがちゃんと納得して、他の場所で今まで

と同じ同程度のクオリティの活動ができるような、そういっ

た場所が早急に見つかればいいなと思います。橋本委員が今

おっしゃっておりましたけど、少し工夫しながら、お互い協

力しながらできれば良いと思います。  

 

田口市長 はい、ありがとうございます。教育長いかがですか。  

 

須田教育長 特に中川体育館で球技を使う場合には、防球ネットが必要

だと思います。ただこれも予算措置については教育委員会で

はありませんのでここについては何とか対応していただけれ

ばと思います。ぜひそのあたりは市側で検討していただけれ

ばと思います。そこがうまくいけばスムーズにいくところも

あります。また、あわせて陶芸教室の方の窯の設置について

も、ぜひ前向きに検討していただければと思います。私から

は、以上です。  

 

田口市長 なんか球を返された感じがしますけども。いずれにしても

委員の皆さんおっしゃっているとおり、現在、東地区公民館

をご利用されている市民の皆さんが、こういった活動を継続

していける環境作りがやはり一番重要ですので、確かに危険

だ、危ないもう廃止しなければというのはその通りなのです

けれども、やはり今の活動に支障のない形でしっかり寄り添
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って向き合っていきたいと考えておりますので、ここについ

ても、解決に向けて市の方としても、また、教育委員会とも

連携しながら取り組んでまいりますので、ご理解いただけれ

ばと思います。  

そうすればこの東地区公民館につきましてはよろしいでし

ょうか。  

はい。その他、何かございませんか。委員の皆様から何か

ご指摘とかご提案とかあればお伺いします。  

大丈夫ですか。そうすれば、せっかく出席しておりますの

で、そちらの席の皆様から一言ずつ御願いします。鈴木次長

からお願いします。  

 

鈴木教育次長

兼学校教育課

長  

今日、いろいろご指摘いただいたものを見直していきたいな

と思います。 

適正配置検討委員会に参加しまして、非常に素晴らしい方々

が来てくださいまして、実は仙北市のためにという気持ちがあ

りまして、何か学校適正配置の検討にだけするのも勿体ないな

というくらい、非常に 1 回目から良い意見交換がありました。 

それから実は、ふるさと秋田ラン！が来週あるのですけど

も、その練習会を毎週土曜日旧角館南高校で行っているのです

が、小学生からいろいろ年齢が幅広く壮年まで、そしてコーチ

も代わり、一気に若々しくといいますか、若返りまして、非常

に皆さん、和気あいあいと非常に良い雰囲気で行っておりま

す。それも仙北市のために頑張っている姿を見まして、仙北市

のためにという思いがあれば、何かこう良い雰囲気になるのだ

なっていうことを学びました。今日はありがとうございまし

た。 

 

藤村教育部長 はい。今日は３つの協議案件について、様々なご意見等をい

ただきありがとうございました。ヤマメ・サクラマスプロジェ

クトにつきましては、教育長の指導の下、今年５月の末から教
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育委員会内でも何度も何度も協議を重ねて、仙北市幸福度Ｎ

ｏ．１の構想の絵を描いているわけですけれども、本当に教育

の方針の柔軟性、切磋琢磨、多様性につきましては、学校適正

配置でとったアンケートで、今の子どもたちが思っている集大

成の３つのポイントになっています。私たちもこれから、子ど

もたちが学習していく中で、まだまだ課題があります。例えば、

ＩＣＴを活用した授業がどんどん入ってきています。それにも

対応していかなければいけないので、今後、皆様とも連携をし

てご協力をいただかなければならないと思っています。  

また、東地区公民館・体育館の在り方に関しましても、利用

されている市民の皆様の安心・安全が第一だと思っております

ので、丁寧に代替施設につきましても、関係機関とも調整を図

っていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

赤上副市長 はい。ヤマメ・サクラマスプロジェクトというのは、私も同

じ思いを抱いておりますので、ぜひとも実施していただければ

と思います。 

もう一点お願いがですね、子どもたちだけではなくて、親御

さんたちにもこの素晴らしい企業を紹介していただかないと、

我々の世代だと秋田には何もないから出て行けと言われた世

代ですので、そういう過ちを起こさないようにですね、ぜひと

も親御さんも一緒にこの素晴らしい企業を紹介していただけ

ればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

小田野総務部

長  

 はい。先ほど市長がお話されていましたが、市民意識調査が

ありまして、本日子どもたちの学校のアンケートを見て、学校

の生徒たちは市民意識調査にかぶらない部分ではあるので、今

後のまちづくりにも多少なりとも利益があるかと思い、拝見し

たところでした。今後、小・中学生にもアンケートされるとい

うことで、私の単なる希望ですので考慮するかは別ですけれど

も、例えば、市民意識調査の中では、仙北市の住みやすさとか
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地域への愛着とかを調査していますので、もしスペースがあれ

ば、同じような視点で質問していただくと、親世代と子どもた

ちの先なんかも見えていいのかなと思いましたので、もし機会

があれば、検討いただきたいと思います。 

 

畠山総務課長     

 

はい。ヤマメ・サクラマスプロジェクトについては、かなり

来年度の予算編成に向けて内部で検討されたものかとは思う

のですけれども、ちょっと一点だけ。前に、県でも夢ガイドブ

ックのような、色々な企業の紹介をする冊子を作ったのですけ

れども、結局その時は部数が限られていて更新がされず、あま

り行き渡っていないと。企業の状況や人というのは入れ替わり

が激しいので、毎年同じような取材をして、毎年同じような冊

子を作っていくことは難しいと思うので、現在、ＧＩＧＡスク

ールで子どもたちもパソコンを授業で使えるという状況にあ

るので、アプリとかポータルサイトで、動画で企業や人を紹介

し、リアルタイムで会社の人が修正できるような仕組みがあれ

ばもっと広めることができるのではないかと思いました。保守

の費用などはかかるとは思いますが、委託で製本していくより

は効率よくできるかと思いました。 

 

湯澤教育総務

課長         

 

はい。私からは、ヤマメ・サクラマスプロジェクトの中のキ

ャリマイスターによる講演に関わる部分なのですけれども、う

ちの一番下の子どもが今は小学校５年生で、昨年の４年生の時

にＰＴＡの学年の主催で、今思えば、６年生が現在やられてい

る志教育で、昨年度４年生でもやっていただきました。実際に、

角館の安藤雄介さんですけれども、安藤さんのこれまでの経

緯、思い、そういった話を子どもたちにしていただいて、更に

去年、４年生の子どもたちが自分の夢、夢を持つことその夢を

実現するためには、ここの高校に行って、こういう大学に行き

たいという、そういう将来設計をつくる内容だったんですが、

あるお母さんの感想では、うちの子どもがもうこんな具体的な
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将来設計をつくるなんてとてもびっくりした、とすごく感心し

ていました。 

ということで、うちの子もそうだったんですけれども、４年

生でもかなり大切な、インパクトのある内容だったのかなと思

います。ヤマメ・サクラマスプロジェクトでいきますと、更に

重要なのはやはりその地元で生きていただけるように地元に

貢献していけるようにという視点をそういったものに加えな

がら、そこを当然重点にしながら、この後進めていければ非常

に有効なものであるなと思っております。 

 

門脇北浦教育

文化研究所長  

はい。今日は本当にありがとうございました。思いを共有し

て、子どもたちを育てていくというところがすごく大切なのだ

なと。いろんな方の思いを共有して子どもたちに、なるほどそ

うだったんだということもあると思います。そこが大事だと感

じております。頑張っていきます。 

一つ余談ではありますが、本日、山形県金山町の教育委員会 

から来客がありました。それは何かといいますと、金山町の高

校、分校になってしまった学校なのですけれども、そちらの方

に仙北市のクロスカントリーをやっている子どもをぜひ呼び

たいというか、県外から来ていただけないかというようなこと

でした。高校というか、市教育委員会の方で全面的にバックア

ップをして街を活性化していくというか、人口減少から元気が

なくなっているところに一つ喝を入れるというのも変ですけ

れども、頑張っていこうという意図の表れだというように感じ

て、こちらでも負けてられないなというように思ったところで

ありました。以上であります。 

 

若松学校適正

配置準備室長  

はい。私の方からは、この度、夏の意見交換会、それから高

校生と二十歳のアンケート、一般市民の方にはこれからアンケ

ート調査をするわけですけれども、いろんなご意見を聴くこと

ができております。そうした思いにまずは応えられるように、
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これから方針を作っていくわけなのですけれども、一つ一つ丁

寧にお話を聞きながら、原案作り努めていきたいなと思ったと

ころです。そして、やはりここで育った人材が外へ行ってしま

うということは非常に悲しいことですので、ヤマメ・サクラマ

スプロジェクトの、小学校から中学校の育ちの中にしっかりと

した環境を作れるようにしていきたいなと思います。 

以上です。  

 

髙橋中央公民

館長  

はい。今日、午前中に私も西明寺小学校のくりっこ探検隊に

ついて行って、ｋｉｍｏｔｏさんとストロベリーファームさん

に子どもたちが学習しに行きました。私がついて行って感じた

のは、ｋｉｍｏｔｏさんもストロベリーファームさんも、仙北

市で行う意味、またはその仕事がどういったことでやっている

のかいうようなところまで話をしてくれていました。仕事で地

域を良くするというようなところまで繋がっている、ただお金

を稼ぐだけでなく、地元の食材を使ってやることによってとか

っていうような話をしていただいていました。 

そういう、地元を学んだような子どもたちが、私たち公民館

の事業を受けてくれるような、また、子どもたちが何かしたい

というようなことを公民館で受けれるような体制を整えて、更

に子どもたちが地元に愛着を持って持てるような流れを作っ

ていけたらなと思って今日感じたところでした。 

あと、施設等に関しまして、東地区公民館にちょっと携わっ

ていて、改修を目的にずっとやっていて、今度はこういう閉鎖

に向かっていくというようなものを一通りちょっとまだでき

てはいませんけれども、その他にもやはり、適正なところに持

って行かなければならない施設が公民館の中でもございまし

て、そういうのを検討して、何はともあれ一番は安心とか安全

を確保するということですけれども、他の部分も整えながら合

理化・効率化ということを図って、適正な管理をということを

ちょっと意識していかなければならないなと思っております。
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以上です。  

 

佐々木教育次

長兼角館公民

館長  

はい。まず、今回、東地区公民館の体育館の今後の方向性の

ベクトル設定の大きな確認ができたこと、それがまず大きな成

果だと思っております。 

そしてまた、利用してる方へのフォロー、代替案の提示、こ

れをどれだけ丁寧に出せるか、それによってまたその方々のス

ポーツ振興、生涯活動そういうものをお手伝いができれば、そ

れは教育委員会、公民館活動の手助けができればと思っており

ます。以上です。  

 

佐々木主事  はい。２つ目の案件でアンケートの報告がありましたけれど

も、とても丁寧な内容でしたので、かなり事務局側で手をかけ

ていて、労力を費やしたのではないかと思います。その分、必

要な生の声というか、本音を聞きだせる機会だと思いますの

で、アンケート結果はとても重要な資料になると思います。 

 それを取り入れられれば、みんなが納得のいく仙北市になっ

ていくのかと、少し楽しみになりました。以上です。 

 

武藤生涯学習

課長   

はい。私は、今日一番盛り上がっていた職場体験についてで

す。職場体験っていう事業名ですけれども、仮に今年度の事業

名を別の言葉に置き換えようとした場合に、企業体験、企てる

ほうの企業ですね、企業体験であると思っている方と、職種の

体験と考える人がいるんだなというように感じました。企業の

体験であれば、仙北市内の企業を見てもらいましょうというや

り方が正解の一つですし、職種の体験ということであれば、そ

こにないものは遠くに出いってでも、体験させるやり方が正解

の一つなのだなと思いました。 

また、総合結婚式場でのお話がありましたけれども、その仕

事の表を見せるのか裏を見せるのかっていう話になるかと思

います。サービス業に興味がある方にサービス業の裏側を見せ
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ると、それはサービス業じゃなくても同じだとは思いますけれ

ども、興味を無くすでしょうけども、例えば物の開発に興味の

ある人だとすると、箸を袋に入れている作業が難儀そうだなっ

て思ったのであれば、じゃあ僕が又私がその機械を作ろうじゃ

ないか、それが起業の方の起業に結びつくのであれば、その体

験は成功だというようになるんだろうなと感じました。 

 

信田市民会館

長  

何点かお話しさせていただきます。総合教育会議第２回なん

ですけど、第１回に参加したときにも私たちのイベントの前で

した。先ほど橋本委員の方からあったのですけれども、基本的

に第１回目のイベントというのが、まず、市民会館に今まで来

たことがない人たちが足を運んで興味を持ってもらうことに

繋がったイベントでした。 

ちょうど１１月３日、その第２回のイベントを開催しようと

しております。今回第２回のイベントにつきましては、市長、

教育長から了解いただきまして、仙北市長杯・教育長杯争奪の

ｅスポーツの大会を行うということで、もちろん中学生じゃな

くても、ここにいる方々も参加しても良いので、参加しなくて

も見に来ていただくだけでも結構ですので、どうか足を運んで

ください。よろしくお願いします。 

あと、今日の会議の中でいろいろお話があったのですけど

も、総合教育会議というものが、例えばまず大人の人たちが枠

組み、外枠を作るっていうところの会議だと思っています。実

際にその中で子どもたちがどういうように動くかっていうと

ころの会議だと思っていますので、まずこういう会議がしっか

り子どもたちに伝わるような会議であればなと。大人だけが納

得して、動かすだけでは話にならないと思いますので、今のこ

の会議の内容と同じ説明を皆さんができるような会議であれ

ばいいなと思っております。以上です。  

 

田口市長  はいありがとうございました。長時間にわたりありがとうご
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ざいます。他に何かございませんか。 

はい。皆さん今日感じられた通り、このヤマメ・サクラマス

プロジェクトについてもそうですし、これから実施するアンケ

ートについても非常に前向きで、いい取り組みになっていくの

ではないかなというのを予感させます。私もいろんな会議に参

加させていただいておりますけど、気持ちが明るくなる会議は

あんまりなくて、非常にこの教育総合会議を楽しみにしており

ますので、引き続きよろしくお願いします。 

それでは、以上で議長として任を下ろさせていただきます。

ご協力ありがとうございました。 

 

小田野総務部

長  

本日は、皆様から大変貴重なご意見を頂戴し、誠にあり

がとうございました。これをもちまして、令和４年度第２

回仙北市総合教育会議を終了させていただきます。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

（午後３時５０分終了） 

 

上記会議録に相違ないことを認め署名する。  

   

仙北市長  

 

  仙北市教育委員会教育長  

 

  仙北市教育委員会委員  


